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平
沢
竜
介
先
生
の

『古
今
和
歌
集
」
と
「
土
佐
日
記
」
に
関
す
る
論
考

を
纏
め
た
著
作
で
あ
る
。
第
一
部
「
古
今
歌
風
の
成
立
」
、
第
二
部
「
土

佐
日
記
論
」
、
第
三
部
「
古
今
集
の
構
造
四
季
の
部
の
構
造
」
か
ら
な
る
。

　
第
一
部
「
古
今
歌
風
の
成
立
」
第
一
章
「
古
今
歌
風
の
成
立
」
で
は
、

『万
葉
集
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
の
歌
風
の
違
い
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

相
貌

を
全
く
異
に
す
る
二
つ
の
歌
集
の
、
変
化
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と

が
、
意
図
さ
れ
て
い
る
。
従
来
は
、
和
歌
に
公
的
な
地
位
が
付
与
さ
れ
た

こ
と
と
、
漢
詩
文
の
表
現
の
受
容
の
み
に
、
論
が
偏
り
す
ぎ
て
い
た
。
そ

こ
に
平
沢
先
生
は
「
作
者
の
精
神
の
あ
り
方
」
（
七
頁
）
の
反
映
を
読
み
取

る
。
『
古
今
集
』
に
特
徴
的
な
掛
詞
、
縁
語
、
見
立
て
と
い
っ
た
新
し
い

表
現
技
法
の

発
生

は
、
新
た
な
表
現
世
界
、
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
精
神

世
界
の

出
現
を
も
、
告
げ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
掛
詞
や
縁
語
に
よ
っ
て
、

文
脈
が
錯
綜
し
、
詩
情
の
非
日
常
性
を
強
く
印
象
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
見
立
て
を
用
い
る
こ
と
で
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
た
非
日
常
的

な

文
学
空
間
を
形
象
す
る
こ
と
を
可
6
5
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

「万
葉
集
」
に
見
ら
れ
る
序
詞
は
地
名
を
導
く
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
二

種
の

イ
メ
ー
ジ
を
重
層
さ
せ
る
「
古
今
集
」
の
も
の
と
は
全
く
異
な
る
。

つ

ま
り
「
古
今
集
」
で
は
現
実
の
再
構
成
が
目
指
さ
れ
て
お
り
、
『
万
葉

集
』
の
景
物
が
充
実
し
た
存
在
感
を
有
す
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た

『古
今
集
」
に
於
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
歌
枕
も
、
観
念
上
の
土
地
と
し
て

設
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
古
今
集
』
の
、
こ
う
し
た
技
法
に
よ
る

「
非

日
常
的
文
学
空
間
は
、
〈
現
実
〉
と
の
一
体
感
を
喪
失
し
詩
的
空
間

の

形
象
の
困
難
さ
に
直
面
し
た
古
今
集
時
代
の
表
現
主
体
が
、
既
に
表
現

不
可
能
と
な
っ
た
存
在
感
、
生
命
感
に
満
ち
た
詩
的
世
界
の
代
わ
り
に
、

そ
の
よ
う
な
表
現
主
体
に
も
形
象
可
能
な
詩
的
世
界
と
し
て
新
た
に
獲
得

し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
三
六
頁
）
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

万
葉
の
時
代
に
は
、
表
現
主
体
と
〈
現
実
〉
と
は
、
一
体
感
を
有
し
て
い

た
が
、
「
古
今
集
」
に
な
る
と
分
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
平
沢
先
生
は
『
古
今
集
」
に
漢
詩
の
影
響
を
、
字
句
の
表
現
な

ど
を
除
い
て
、
認
め
な
い
立
場
を
と
る
。
そ
れ
は
平
沢
先
生
の
論
が
、
単

な

る
表
現
論
と
一
線
を
画
す
る
所
以
で
も
あ
る
。
だ
が
、
例
え
ば
『
古
今

集
」
に
顕
著
な
秋
を
悲
し
む
と
言
っ
た
発
想
自
体
、
中
国
の
六
朝
に
起
源

を
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
詠
出
過
程
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た
こ

と
」
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
章
「
万
葉
か
ら
古
今
へ
ー
視
覚
表
現
を
通
し
て
ー
」
で
は
、
『
万

葉
集
」
と
「
古
今
集
」
と
の
視
覚
の
あ
り
方
の
変
化
、
そ
の
根
底
に
あ
る

見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
と
の
関
係
に
着
目
し
て
、
二
つ
の
集
の
精
神

構
造
の

変
化
が
考
察

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
『
古
今
集
』
の
「
な
が

め
」
に
は
、
実
体
的
に
物
を
見
る
よ
り
も
、
物
思
い
に
耽
る
感
が
あ
る
と

指
摘

さ
れ
る
。
そ
の
語
義
の
変
化
、
つ
ま
り
物
思
い
か
ら
外
界
を
見
る
視
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線
へ
の
変
化
が
発
生
し
た
の
は
、
『
拾
遺
集
』
以
後
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
変
化
は
散
文
の
物
語
作
品
に
も
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
語
義

の

「
な

が

め
」
は
『
万
葉
集
』
や
上
代
の
文
学
作
品
に
は
存
在
し
な
か
っ

た
。
こ
の
変
化
は
、
王
朝
時
代
以
降
の
閉
塞
的
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
貴

族
の

女
性
の
意
識
の
反
映
と
し
て
、
理
解
さ
れ
る
向
き
が
多
か
っ
た
。
た

だ
平
沢
先
生
は
、
そ
の
用
例
の
使
用
者
が
男
女
両
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
平
安
時
代
に
お
け
る
『
な
が
め
」
の
大
量
の
発
生
は
、
も
っ
と
時
代
全

般
、
あ
る
い
は
貴
族
社
会
全
般
に
わ
た
る
人
々
の
視
覚
の
あ
り
方
の
変
化
・

に

よ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
七
五
頁
）
と
す
る
。
そ

の

よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
、
「
精
神
構
造
の
変
化
」
を

挙

げ
る
が
、
卓
見
で
あ
ろ
う
。
平
沢
先
生
は
、
「
み
れ
ど
あ
か
ぬ
」
や

「
見

ゆ
」
と
い
っ
た
、
万
葉
時
代
に
特
徴
的
に
用
い
ら
れ
な
が
ら
、
古
今

集
時
代
に
は
衰
微
し
て
行
く
言
葉
に
、
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
と
の

関
係
の
変
化
が
介
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時

の
人
々

に
、
「
わ
れ
」
の
存
在
が
前
よ
り
ま
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
を
証
し
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
古
今
集
の
言
語
意
識
」
で
は
、
仮
名
序
と
真
名
序
と
を
手
掛

か

り
に
、
古
今
集
歌
人
の
「
心
と
言
葉
は
別
々
の
も
の
、
つ
ま
り
両
者
は

密
接
に
連
続
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
は
大
き
な
断
絶
が
あ
る
と

い

う
認
識
」
（
一
〇
四
頁
）
を
炎
り
出
す
。
見
立
て
や
掛
詞
と
い
っ
た
技

法
の

検
討

を
通
じ
て
、
言
葉
と
物
の
乖
離
が
強
く
意
識
さ
れ
、
前
代
と
異

な
っ
た
新
た
な
言
語
観
が
存
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
説
か
れ
る
。
ま
た
、

万
葉
で
叙
景
歌
が
存
在
す
る
の
に
、
古
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
と

い

う
問
題
で
、
「
現
実
を
具
象
的
に
把
握
す
る
力
が
よ
わ
く
な
っ
た
こ
と

に

よ
る
も
の
」
と
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
も
、
先
に
指
摘
さ
れ
た
「
新
た
な

言
語
観
」
と
、
い
わ
ば
差
し
替
え
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
。

　
第
四

章

「古
今
集
に
お
け
る
想
像
カ
ー
桜
の
歌
群
の
分
析
を
通
し
て

ー
」
で
は
、
『
古
今
和
歌
集
」
巻
一
、
二
所
載
の
桜
の
歌
群
を
、
冒
頭
か

ら
一
首
一
首
検
討
す
る
こ
と
で
、
古
今
作
者
達
の
「
眼
前
の
対
象
に
は
没

入
し
き
れ
ず
、
未
来
に
対
す
る
懸
念
が
絶
え
ず
現
在
を
浸
食
す
る
と
い
っ

た

精
神
の
あ
り
様
」
（
＝
二
二
頁
）
を
、
「
現
実
に
目
の
前
に
存
在
す
る
事

物
の
美
し
さ
よ
り
、
消
滅
せ
ん
と
す
る
美
、
あ
る
い
は
眼
前
に
存
在
し
な

い
想
像
上
の

美
に
よ
り
美
し
さ
を
感
じ
る
と
い
う
感
性
が
育
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
」
（
＝
二
五
頁
）
と
、
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
イ
メ

ー
ジ
が
具
体
的
な
物
を
媒
介
に
し
て
い
た
『
万
葉
集
』
等
の
、
前
代
の
文

学
に

対
し
て
、
『
古
今
集
』
で
は
、
外
界
の
存
在
物
は
無
用
な
物
で
あ
り
、

む

し
ろ
そ
の
消
滅
が
、
想
像
力
を
活
性
化
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
て
い
る
と

結
論
づ
け
る
。

　
次
い
で
、
第
二
部
「
土
佐
日
記
論
」
第
一
章
「
土
佐
日
記
試
論
ー
貫
之

の
意
図
1
」
で
は
、
『
土
佐
日
記
」
の
書
き
手
の
混
乱
、
あ
る
い
は
分
裂

が
、
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
貫
之
の
「
意
図
的
な
操
作
の

結
果
」
（
一
四
七
頁
）
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
の
導
入
か
ら
解
釈
し
よ

う
と
す
る
。
貫
之
の
時
代
は
、
文
章
（
漢
詩
文
）
が
国
家
の
運
営
に
役
立

つ
物
と
す
る
「
文
章
経
国
」
の
思
想
が
、
漢
詩
文
の
高
い
地
位
を
保
証
す

る
理
論
的
根
拠
と
な
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
一
方
で
私
的
な
文
芸
、

仮
名
文
学
の
揺
藍
期
で
も
あ
っ
た
。
『
土
佐
日
記
』
は
後
者
に
属
す
る
。

貫
之
が

こ
の
よ
う
な
分
裂
を
偽
装
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
律
令
官
人
と
し

て

は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
私
的
な
世
界
の
描
出
を
仮
名
散
文
で
敢
行
す

る
こ
と
が
、
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
と
す
る
。
冒
頭
部
の
女
性
仮
託
も
、
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書
き
手
が
混
乱
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
る
偽
装
で
あ
り
、
そ
う
す
る

こ
と
で
貫
之
は
表
現
し
た
か
っ
た
も
の
を
語
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
貫
之
が
表
現
し
た
か
っ
た
も
の
と
は
、
亡
児
へ
の
哀

悼
、
同
時
に
庇
護
者
の
喪
失
に
対
す
る
悲
し
み
で
あ
っ
て
、
従
来
主
題
と

さ
れ
て
き
た
歌
論
的
要
素
は
、
む
し
ろ
そ
れ
を
轄
晦
す
る
役
目
を
果
た
し

た
と
す
る
。
平
安
時
代
の
女
流
文
学
の
隆
盛
も
、
貫
之
が
縛
ら
れ
て
い
た
、

男
性
官
人
の
文
芸
観
の
制
約
か
ら
、
女
性
が
自
由
な
立
場
で
あ
っ
た
こ
と

に

よ
る
と
し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
土
佐
日
記
に
お
け
る
訓
読
語
ー
貫
之
の
使
用
意
図
ー
」
は
、

『土
佐
日
記
」
に
特
徴
的
な
訓
読
語
や
訓
読
特
有
の
語
法
に
つ
い
て
、
女

性
仮
託
の
立
場
に
立
つ
貫
之
と
し
て
は
、
矛
盾
で
あ
る
と
す
る
。
漢
詩
と

和
歌
の
対
置
、
末
尾
の
対
照
的
な
構
成
か
ら
、
訓
読
語
の
使
用
は
不
注
意

に

よ
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
仮
名
和
文
の
未
成
熟
か
ら

訓
読
語

を
使
用
し
た
と
い
う
見
解
も
、
貫
之
が
「
表
現
効
果
」
（
一
九
七

頁
）
を
求
め
た
か
ら
と
説
明
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
と
し
て
い
る
。
平
沢

先
生
は

訓
読
語
の

使
用
を
、
「
土
佐
日
記
が
い
い
加
減
に
書
か
れ
た
も
の

と
見
せ
か
け
る
偽
装
手
段
の
一
つ
」
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
土
佐

日
記
』
の
表
現
に
見
ら
れ
る
、
乱
雑
に
書
か
れ
た
印
象
と
、
奥
行
き
と
深

み
を
解
釈
す
る
。

　

さ
ら
に
、
第
三
部
「
古
今
集
の
構
造
四
季
の
部
の
構
造
」
第
一
章

「春
の
部
、
「
梅
」
の
歌
群
の
構
造
」
、
第
二
章
「
春
の
部
、
「
咲
く
桜
」

の

歌
群
の
構
造
」
、
第
三
章
「
春
の
部
、
「
散
る
桜
」
の
歌
群
の
構
造
」
、

第
四
章

「春
の

部
、
「
花
」
の
歌
群
の
構
造
」
、
第
五
章
「
夏
の
部
の
構

造
」
、
第
六
章
「
秋
の
部
、
「
紅
葉
」
の
歌
群
の
構
造
」
、
第
七
章
「
秋
の

部
、
「
菊
」
の
歌
群
の
構
造
」
と
続
く
。
何
れ
も
従
来
の
研
究
史
で
は
、

一
首
一
首
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
の
に
終
始
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
歌

群
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
論
考
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
七
章
を
中
心
に

検
討
し
て
み
た
い
。

　
そ
こ
で
は
、
外
来
の
景
物
で
あ
る
「
菊
」
が
詠
ま
れ
た
の
は
、
比
較
的

新
し
い
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
古
今
集
』
の
特
質
を
爽
り
出
し
て
い
る
。

「菊
を
植
え
つ
け
た
時
の
歌
」
に
始
ま
り
、
「
咲
い
て
い
る
菊
を
詠
じ
た
　
．

歌
群
」
、
「
移
ろ
う
菊
を
詠
じ
た
歌
群
」
と
続
く
配
列
基
準
と
、
見
立
て
の

技
法

を
用
い
た
歌
と
、
永
遠
性
を
詠
ん
だ
歌
が
配
置
さ
れ
る
対
称
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
。
「
個
々
の
歌
の
詠
作
年
次
や
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
詠
ま
れ

た
場
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
内
容
や
対
応
関
係
と
い
っ
た
点
が
考
慮
さ
れ

て
、
全
体
の
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
結
論
づ
け
ら

れ
て

い

る
。
た
だ
、
中
国
伝
来
の
景
物
「
菊
」
を
考
え
る
の
に
当
っ
て
、

漢
文
表
現

と
の
関
係
に
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
如
何
か
と
い
う

感

を
否
め
な
い
。
例
え
ば
業
平
の
歌
の
背
景
に
は
、
夙
に
契
沖
が
『
楚

辞
」
「
九
弁
」
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
敏
行
の
「
菊
」
を
「
星
」
に
見
立

て

る
技
法
も
「
藝
文
類
聚
』
「
菊
」
所
収
の
盧
誰
「
菊
花
賦
」
「
翠
葉
雲
布
、

黄
蕊
星
羅
」
に
淵
源
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
要
素

を
織
り
込
む
こ
と
で
、
新
た
な
対
称
構
造
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
ま
た
瑠
理
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
四
五
頁
、
引
用
文
の
四

行
目
、
「
か
ぜ
な
み
の
あ
や
ふ
れ
ば
」
は
「
あ
や
ふ
け
れ
ば
」
の
誤
。
一

九

二
頁
＝
一
行
目
、
「
み
ま
し
た
か
ば
」
の
「
た
」
は
術
字
。
二
四
〇
頁

一
行
目
「
こ
の
歌
群
は
9
0
か
ら
m
ま
で
の
…
」
の
「
m
」
は
「
皿
」
の
誤

り
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
第
三
部
の
第
五
章
ま
で
は
歌
番
号
で
論
じ
て
い

る
の
で
わ
か
り
や
す
い
が
、
第
六
章
、
第
七
章
で
「
二
首
目
」
「
三
首
目
」
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と
さ
れ
て
い
る
の
で
非
常
に
わ
か
り
に
く
か
っ
た
。
歌
番
号
で
統
一
し
て

ほ
し
い
。

　
以
上
、
項
末
な
点
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
通
覧
し
た
。
と
は
言
え
『
古

今
集
』
の
達
成
し
た
非
日
常
的
な
文
学
空
間
や
、
奈
良
か
ら
平
安
へ
の
過

程
で
生

じ
た
視
覚
の
有
り
様
の
変
化
で
あ
る
と
か
、
『
土
佐
日
記
』
に
お

け
る
、
戯
れ
に
書
か
れ
た
振
り
、
訓
読
語
の
多
用
に
よ
る
偽
装
、
ま
た
、

『古
今
集
』
の
歌
群
の
配
列
か
ら
、
看
取
さ
れ
る
そ
の
構
造
と
、
貫
之
に

ま
つ
わ
る
作
品
群
の
解
析
が
志
向
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
解
析
を
通
じ
て
、

古
今
的
表
現
を
め
ぐ
る
新
た
な
文
学
史
の
構
築
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
で

は

な

か

ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た
。

（平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
刊
　
A
5
判
　
二
九
三
ペ
ー
ジ
　
七
五
〇
〇

円
　
笠
間
書
院
）
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